
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

－新たなスタート－ 

第７回大会 

福岡県スクールソーシャルワーカー協会 

日 時：2018年 8月 25日 

会 場：九州工業大学 

主催   福岡県スέーϩソーシャϩワーカー協会 

後援   福岡県教育委員会   福岡市教育委員会  

北九州市教育委員会  九州工業大学  

日本学校ソーシャϩワーέ学会  

大会テーマ 

＜ᶄ挨拶＞ 

ᷜクールソーᷚャルワーカー活用事業ᵼ開始ᶅᶼ 10 年ᵼ経過ᶇまᶇᶏᲣ今年度ᵻᶹᶞᷜ

クールソーᷚャルワーカー活動ᶟᲢ改ᶱᶖ専門職ᶘᶇᶖᶞ真価ᵼ問わᶼᶻᷜテーᷛへ移行ᶇ

ᶖいᵽまᶉᲣᶍᶃᶗᲢ今大会ᶟ学校ソーᷚャルワーク実践ᶛ焦点を当ᶖᲢ福岡県内ᶞ幅広い

地域ᵻᶹ実践者ᶛ集結いᶏᶐᵽ実践報告を行うᶃᶘᶛᶚᶺまᶇᶏᲣ教育課題ᶗあᶻ᳕虐待᳖

᳕不登校᳖᳕ 精神疾患᳖᳕ 貧困᳖᳕ いᶈᶱ᳖᳕ 発達障害᳖ᶞ 6つをテーマᶘᶇᲢ部会形式ᶗ協議

を進ᶱまᶉᲣ子ᶙᶲᶞ置ᵻᶼᶖいᶻ状況や学校教育課題を再認識ᶉᶻᶘᶘᶲᶛᲢ学校ソーᷚ

ャルワーク実践ᶞ本質や専門者ᶘᶇᶖᶞ役割を振ᶺ返ᶻ機会ᶛᶗᵽᶼᶠᶘ考えᶖᵺᶺまᶉᲣ

ᶌひᲢ多くᶞ方々ᶛᶄ参加いᶏᶐᵽまᶉᶸうᵺ願いいᶏᶇまᶉᲣ 

福岡県ᷜクールソーᷚャルワーカー協会 

会 長   門田 光司᳉久留米大学᳊ 

10 + 1  10 + 1  



ᶙ 大会ϕϫήラϞ 

時 間 内   容 

12:30 受付 

13:30 第̏部開始  ※部会̑ͯʴ虐待ʵɹ 不登校ʵɹ 精神疾患 ʤɻうͬ 1ͯΝ選択͢ͱ͹参加ʥ 

 【虐    待ʵ  会場 C-1C講義室  定員：50名 

発題者：丹後ͬͺΖʤ福岡市教育委員会他ʥ、廣瀬 亜美ʤ北九州市教育委員会他ʥ 

コーυィネーター：田中 惟子ʤ北九州市教育委員会他ʥ 

コϟンτーター：池田  敏ʤ福岡市教育委員会／協会運営委員ʥ 

＜内容・͸Δい＞ 

昨年 4月Ͷ完全施行さΗͪ児童福祉法Ͳͺ，要支援児童΃対ͤΖ市町村͹役割͗重視さ
ΗͱいΉͤ．͖͢͢，ͨ͹取Ε組Ίͺ端緒Ͷͯいͪͻ͖ΕͲ，学校Ν含΋市町村Ͷ何͗
Ͳ͘Ζ͖ͺ十分Ͷ共有さΗͱい͵い͹Ͳͺ͵いͲ͢Βう͖．Ήͪ，ͨうͪ͢中Ͳ，SSW

Ͷ何͗Ͳ͘Ζ͹͖Ͷͯいͱ΍明確Ͷ共有さΗͱいΉͦΞ．ͨこͲ，本ϕϫήラϞͲͺ，
SSW͖Δ実践Ν報告いͪͫ͘，要支援児童΃対͢SSWͶͲ͘ΖこͳΝ考えͱい͘Ήͤ． 

ʴ不 登 校ʵ  会場 C-1D講義室  定員：50名 

発題者：荻本 祥子ʤ久留米市教育委員会ʥ、嶽      薫ʤ大野城市教育委員会ʥ 

コーυィネーター：前屋敷͵͵子ʤ福岡市教育委員会ʥ 

コϟンτーター：横山 明希ʤ福岡市教育委員会／協会運営委員ʥ 

＜内容・͸Δい＞ 

不登校͹子ʹ΍΃͹支援ͺ、SSW ͳ͢ͱ数多く取Ε組ΞͲいΖ΍͹ͳ思いΉͤ．͖͢
͢，ͨ͹状況ͺ様々ͲͨΗͩΗͶ応ͣͪ支援Ν行いΉͤ．本報告会Ͳͺ 2名͹ SSW͗
直接的Ͷ子ʹ΍ͳ関わΕ͵͗Δ不登校支援Ν行ͮͪ実践Ͷͯいͱ報告͢ͱ頂͘Ήͤ．さ
ΔͶ，報告者͖Δ発題頂͘，ήϩーϕͶ分͖Ηͱ意見交流Ν行いΉͤ．不登校͹子ʹ΍
΃͹支援Ν一緒Ͷ考えΖ時間Ͷ͢ͱい͘Ήͤ． 

ʴ精神疾患ʵ  会場  C-2C 講義室  定員：50名 

発題者：今釜 実優ʤ福岡市教育委員会他ʥ、平川 明美ʤ中間市教育委員会他ʥ 

コーυィネーター：後藤 哲也ʤ福岡市教育委員会他ʥ 

コϟンτーター：高口 恵美ʤ西南女学院大学／協会運営委員ʥ 

＜内容・͸Δい＞ 

昨今，ϟンタϩϖϩス課題ͺ統合失調症やうͯ病͹Ί͵Δͥ依存症や DV，虐待，いͣ
Ό，ͽ͘こ΍Ε，自殺͵ʹ多様複雑化͢ͱいΉͤ．こ͹Γう͵課題ͺ，子ʹ΍達͹心͹
成長，生活環境，貧困͵ʹ様々͵面Ͳ影響Ν及ぼ͢Ήͤ．本部会Ͳͺ̐名͹ SSW ͖Δ
ϟンタϩϖϩス課題Ν抱えͪ家庭΃͹支援Ͷͯいͱ事例発表͢ͱいͪͫ͘，SSW ͺʹ
͹ΓうͶ͢ͱϟンタϩϖϩス課題ΝキャッチͤΖ͹͖，ΉͪʹこͶコンタέφΝͳΕ繋
いͲいくこͳ͗出来Ζ͹͖Ν社会資源͹理解Ν深Ό͵͗Δ考察͢ͱい͘Ήͤ． 

15:00 第̏部終了 

※ＳＳＷ：スクールソーシャルワーカー 



 

 

 

時 間 内   容 

15:15 第̐部開始  ※部会̑ͯʴ貧困ʵɹ いͣΌʵɹ 発達障害 ʤɻうͬ 1ͯΝ選択͢ͱ͹参加ʥ 

 ʴ貧    困ʵ  会場 C-1C講義室  定員：50名 

発題者：渡邉 聡子ʤ福智町教育委員会他ʥ、永瀬 由季ʤ福岡市教育委員会他ʥ 

コーυィネーター：徳永 知代ʤ福岡市教育委員会他ʥ 

コϟンτーター：奥村 賢一ʤ福岡県立大学／協会副会長ʥ 

＜内容・͸Δい＞ 

内閣府ʤ2014ʥh 子供͹貧困対策Ͷ対ͤΖ大綱ʱや文部科学省ʤ2018ʥh 学校Νϕラッ
φフォーϞͳͪ͢総合的͵子供͹貧困対策͹推進ʱ͵ʹͲ示さΗͱいΖΓうͶ，子ʹ΍
͹貧困問題Ͷ͕けΖ SSW΃͹期待ͺ高い΍͹͗あΕΉͤ．本分科会Ͳͺ，子ʹ΍͹貧
困Ͷ対ͤΖ取Ε組ΊΝ地域ϪϗϩͲ実践ͤΖ̐ͯ͹先進事例͹紹介Ν通͢ͱ，SSW͗
果ͪͤ΄͘専門的役割Ͷͯいͱ検討͢ͱい͘Ήͤ． 

ʴい ͣ Όʵ  会場 C-1D講義室  定員：50名 

発題者：古賀 幸広ʤ香春町教育委員会ʥ、山内未紗希ʤ須恵町教育委員会ʥ 

コーυィネーター：濱 ͳ͕こʤ朝倉市教育委員会他ʥ 

コϟンτーター：土井 幸治ʤ志免町教育委員会／協会運営委員ʥ 

＜内容・͸Δい＞ 

いͣΌ防止対策推進法͹施行ͶΓΕ，いͣΌͶ͕けΖ国及;地方公共団体等͹責務͗示
さΗ，いͣΌ防止基本方針͹設定やいͣΌ͹被害児やͨ͹家族Ν守ΖͪΌͶ学校ͫけͲ
ͺ͵く関係機関ͳ͹連携͗求ΌΔΗͱいΉͤ．本部会Ͳͺ，現任͹ SSWͶΓΖ問題提
起Ͷ始ΉΕ，いͣΌͶ対͢ͱ SSWͳ͢ͱ何͗出来Ζ͖．悩Ί΍共有͢͵͗Δワーέシ
ョッϕ形式Ͳ皆さΞͳ考えͱい͘Ήͤ． 

ʴ発達障害ʵ  会場  C-2C 講義室  定員：50名 

発題者：田中万里恵ʤ対馬市教育委員会ʥ、井上 由紀ʤ大牟田市教育委員会ʥ 

コーυィネーター：角田͖͕Εʤ北九州市教育委員会他ʥ 

コϟンτーター：門田 光司ʤ久留米大学／協会会長ʥ 

＜内容・͸Δい＞ 

障害者差別解消法͹施行ͶΓΕ，発達障害͹子ʹ΍ͪͬ͹教育保障Ͷ向けͪ合理的配慮
͗求ΌΔΗͱ͕Ε，ΉͤΉͤ学校ͳ家庭͹協働Ͷ΋けͱ SSW͹役割͗重要ͳ͵ΕΉͤ．
本部会Ͳͺ，2名͹ SSW͖Δ発達障害͹子ʹ΍ͪͬ΃͹支援課題や支援方法͹在Ε方
Ν発題͢ͱいͪͫ͘，参加者ͳ SSWͳ͹意見交換Ν通͢ͱ，発達障害͹子ʹ΍ͪͬ΃
͹学校ソーシャϩワーέ実践Ͷͯいͱ共通認識Ν図ͮͱいͪ͘いͳ思いΉͤ． 

16:45 第̐部終了 

18:00 情報交換会   ※北九州市内某所 



ᶚ 大会参加費 

 

 
第̏部 第̐部 情報交換会 

正 会 員 

̏,̎̎̎円 ̏,̎̎̎円 
̒,̓̎̎円 

準 会 員 

賛 助 会 員 

学 生 会 員 

非 会 員 ̏,̓̎̎円 1,̓̎̎円 

※大会参加費ʤ第̏部ɼ第̐部ɼ情報交換会ʥͺɼ当日͹受付Ͷͱ現金Ͳ͹支払いΝお願い͢Ήͤɽ 

 

ᶛ 大会参加申込方法 

大会参加申込方法ͺɼ̏ʥE-mail Ͳお願い致͢ΉͤɽE-mail Ͳ͹対応が難͢い場合ͺɼ̐ʥFAX

Ͳお申込Ίくだ͠いɽ申込締切ͺɼ8月 22日ʤ水ʥͲͤɽ 

̏ʥE-mail͹場合 

件 名：第７回大会参加申込 

本 文：ᶅ氏名ᶆ会員種別ʤ正会員・準会員・賛助会員・学生会員・非会員ʥᶇ所属ᶈ連絡先 

ᶉ第̏部参加希望͹部会ʤ虐待・不登校・精神疾患ʥ※1つΝ選択 

ᶊ第̐部参加希望͹部会ʤ貧困・いͣΌ・発達障害ʥ※1つΝ選択 

ᶋ情報交換会参加͹有無  

Ν͟記入͹うえɼ協会会事務局ʤinfo@fassw-2012.jpʥΉͲ送信͢ͱくだ͠いɽ 

 

̐ʥFAX͹場合 

大会チラシʤ裏面ʥͶ必要事項Ν͟記入͹うえɼ協会事務局ʤ093－884－3727ʥへ送信͢ͱくだ
͠いɽ 

 

ᶜ ͨ͹他 

 ・大会当日ͺɼお弁当͵ʹ͹事前注文ͺ受付けͱおりΉせΞɽ大学内͹生協等΍お休Ίͳ͵りΉͤɽ 

・会場Ͳͺ託児所Ν設けͱおりΉせΞ͹Ͳ͟了承くだ͠いɽ 

 ・大学内ࡢ駐車場ࡈࡣ利用࡛ࡁませࠋࢇ大学周辺ࡢ駐車場ࡣ混雑すࡀ࡜ࡇࡿ予測ࡓࡿࢀࡉめࡿࡁ࡛ࠊ

 ࠋいࡉࡔ利用くࡈࢆけ公共交通機関ࡔ

 

 



ᶝ 大会会場 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜九州工業大学＞ 
〒804-8550 

北九州市戸畑区仙水町 1番 1号 
 
ʤ大会会場ʥ 
・総合教育棟 講義室 

C-1C、C-1D、C-2C 

大会会場 

1F 

2F 



 

ʴ問い合わͦ先ʵ 

福岡県スέーϩソーシャϩワーカー協会 事務局 

〒804-8550 北九州市戸畑区仙水町 1-1 九州工業大学 学生総合支援室ʤ担当：下田ʥ 

TEL：093-884-3727   FAX：093-884-3727    E-mail : info@fassw-2012.jp 


